








小児 VUR 症例で,血清 Cr 1.0mg/d1,あるいは BUN 20mg/d1 以上の腎機能障害を呈した 60

例(原発性 32 例,続発性 28 例),の臨床経過を検討した。VUR 総数からみると原発性 VUR の

3.6%,続発性 VUR の 14%であった。臨床症状は尿路感染症が 53%と最も多かったが,その他

では蛋白尿 41%,発育障害 13%など腎機能障害による徴候が多くみられた。腎機能は不可逆

的に進行し,外科的治療にもかかわらずESRD に陥る危険性が高い。


